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大阪天満宮の祭礼である天神祭は日本3大祭のひとっ
にあげられ､7月25日の本宮には陸渡御､引き続き船に
乗り込み船渡御が行われる｡天神祭には様々な山車や飾
り物が出されて祭りを盛り上げるが､これとは別にかっ
て ｢天神丸｣という曳船が出されたという記録がある｡
本報告では､天神丸の部材調査と復原を行い､そこから
得られた様々な知見をもとに､天神丸の沿革と造形的特
色について考察することを目的としている｡
1.既存資料による天神丸の沿革
大阪天満宮の所蔵品に､嘉永5年 (1852)5月の年号を
もち､船尾に ｢天神丸｣という職をあげた1牌の曳船を
描いた刷り物の錦絵がある (図1)｡この錦絵の詞書は損
耗して判読不能な部分がある｡この図に類似したものに
明治7年､明治15年のものが残されており､明治7年の
ものには次のような詞書が記されている｡
仰此神事曳船の義-､我々上荷茶ぶね同業中､元禄
のむかしより相侍へ所持仕候､御神事ことこ粧ひか
ざり年々御供致釆候処､寛政四子年斗らずも類焼こ
および､其後再ひ造作致さんとよりよりこ催せども
時到らず､歳久しく世に埋もれし処こ､去ル嘉永五
壬子年､畏くも天満大自在天神九百五拾年の神忌に
付き､おひたたしき賑わい､夫二付ても右ひき舟其
侭に相成候事を､同志の者共打ち寄毎二深く様々嘆
き侍りLに､諸君子達の御助力こよりて焼残りたる
古作の彫物の破損を補ひ､船の造作に取かかり､年
頃之望みの叶ひし-全く神慮のしからむ所と尊くも
有り難かりLに､又もや中絶なしたる事廿余年乃星
霜を経るし(ママ)､時なる哉このたび御本社内陣の
修覆井びこ境内砂運ひの事発りLを幸ひこ､此舟引
出せよと諸人のすすめこそ渡りに船を得た心地こて､
同志の者は一統の悦ひニ-候得とも､これまた其破
(1)
損なき事あた-すあたれ御信心の御勇ものの多少に
かか-らず御助成給-ら-､神の御こころこも叶ひ
子孫長久御家内安全海上無事の基ひうたがひあらざ
らんやとかとか御披露申して､尚々人語君子のご助
力を仰ぎ奉るこなむ 明治七年成第五月
図1 嘉永5年の錦絵
もう一点､同じ天満宮に昭和3年 (1928)2月に堀川演
上荷茶船惣代長谷川喜兵衛が奉納した扇額があり (図2)､
同じく船尾に ｢堀川演上荷茶船中｣の職をあげた曳船の
絵と､｢天満堀川演上荷茶船中曳船之覚書｣ と題 した由
緒書が記されている｡
(ママ)
此曳船之儀-其ノ昔､元録の頃より堀川演の上荷茶
船中に相侍はる所持品なり､而して御神事毎に引き
出し (其磯子も舟歌に合わせ静かに歩む)候に､星
移り時を経て寛政四年五月､今の横堀より出火いた
し天満の大火のなか､堀川演上荷茶船の倉庫 ･此曳
船も過半類焼に及び､人力大本に轟き､漸く残りた
る彫物 (トモニアル桐 ･鳳風)其の他の残品を取り
纏め､保管の侭六十一年世に埋れて､嘉永五年天満
宮九百五十年祭の時､是より一年前茶船総代親仁分
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平野屋五兵衛儀､曳船の世に埋もれたるを嘆き､上
荷茶船中を奨励し､東奔西走し篤志家を募り､益の
大修繕好栗を来たし､其時の御殿細工人倉橋平右衛
門其任に当り､弥々昔日の曳船出来上る､これぞ全
く御神穂のなさしめ給ふ所と茶船中一同感嘆に咽び､
歓喜の余り右官公九百五十年祭に市中を曳廻し再び
花を咲かせ候､其の際右舟保護の為に与力同心の御
方々お付き添ひ下さる労となり､是も御神恩と喜び
候､其の後は堀川渋谷倉庫に納め置き､又親仁分平
野屋五兵衛も其の役を息子長谷川喜兵衛(私)に譲る
と同時に曳舟保護の任を負い､其の後明治十年西南
凱陣､天満宮御本社屋根替､十二杜正遷宮及千年祭
御神事等､数度飾附致し候､其後都合により明治三
十七年親仁分長谷川喜兵衛より当天満宮に奉納いた
し候もの也｡
図2 昭和3年奉納の高額
錦絵の詞書と扇額の由緒書は､何らかの資料に基づい
てまとめられたものと考えられるが､現在では他に徴す
べき資料がないので､細かい点を確認することができな
い｡しかし ｢天神丸｣と名付けられた ｢曳船｣の沿革は
概ね判明する｡それによると天神丸は江戸時代の元禄年
中 (1688-1704)より堀川浜の上荷茶船仲間に伝わった
もので､神事ごとに飾り付けて祭礼に出されていた｡上
荷茶船仲間というのは､江戸時代に大坂の市内河川にお
いて活躍した荷物運搬船の同業者仲間のことである｡そ
の後､天神丸は寛政4年 (1792)5月に発生した天満の大
火で羅災し､倉庫と共に過半が類焼してしまった｡焼け
残ったものは櫨にあった桐と鳳風など一部で､上荷茶船
仲間では残品をとりまとめて保管をしたが､なかなか再
建の機会に恵まれなかった｡ところが嘉永5年 (1852)
の天満宮九百五十年祭に合わせて､1年前に茶船総代の
平野屋五兵衛が中心になって大修理が行われた｡工事は
｢御殿細工人倉橋平右衛門｣が担当し､元禄期の彫物の
破損を補い､船の再建を終えることができた｡天満宮九
(2)
百五十年祭には市中を引き廻したが､その後は市中の渋
谷倉庫に納め置き､20年以上組み立てられることはなか
った｡その後､明治7年 (1874)になって本社内陣の修
復が企画されたことから曳船を引き出す気運が高まり､
平野屋五兵衛を嗣いだ子息の長谷川喜兵衛が中心になり､
明治11年 (1878)の正遷宮に合わせて飾られた｡さらに
天満宮千年祭が行われた明治35年 (1902)にも飾りに出
されたが､同37年に都合によって長谷川喜兵衛から天満
宮に奉納された｡
この天神丸については､他に大阪天満宮に古写真 1枚
(図3)と絵葉書が伝えられている｡古写真には ｢天神丸
□□｣の職をあげた曳船と､その傍らに羽織袴姿の老人
が立っているが､横には ｢茶船総代親仁分 長谷川喜兵
衛 七十二歳｣と書かれた札が立てられている｡この古
写真は裏に大正15年の年号が入っている｡また絵葉書は
｢天満天神正遷宮奉祝祭 天神社内 飾り船｣というタ
イトルが入っており､おそらく天満宮の境内で披露され
たときの写真であろうと推定される｡天満宮の正遷宮は
25年に一度ずつ行われており､戦前では明治11年 (1878)､
同35年 (1902)､大正15年 (1926)がこの年に該当する｡
古写真の裏に大正15年 (昭和元年)の年号があり､先に
紹介した扇額の奉納が昭和3年であることから､絵葉書
の制作年代は大正15年の正遷宮時と推察される｡
戦後､天神丸の存在は忘れ去られ､今日まで長い間､
天満宮倉庫で解体されたまま放置されてきた｡近年にな
って､その天神丸の復原を行い､往時の姿が再現される
こととなった｡
図3 天神丸の古写真
2.天神丸の部材調査と発見墨書
天神丸の復原にあたって､部材別に現状調査を行った｡
天神丸は､個々の部材に解体された状態で発見された｡
部材を包んでいた新聞紙は､昭和3年の日付であったこ
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とから､天神丸は昭和3年以降､70年以上も組み立てら
れていなかったことが判明する｡
部材は､構造材､船体､舵､屋根材､高欄､建具､彫
物､飾り金具､旗､職､などからなり､部材点数は約
1,000点にのぼった｡
天神丸の部材には､墨書が記されているものがあり､
そこから新たな事実が判明した｡
部材を収納した箱の蓋 (図4-1)の表には､以下の文字
が3行に分けて記されている｡
明治弐拾八歳 六月吉日
元禄三年拾月造立
堀川演 茶船仲間□[コ□
また､前屋形の柱(図4-2)に､｢塗師細工人 北御堂前
浄覚町 難波屋清兵衛 (花押)｣､船体背面の部材(図4-
3)に､｢中川利兵衛作｣という墨書があった｡
その他に､｢おもかじ｣｢とりかじ｣といった部材の左
右を表すものや､接合する際の手がかりとなる記号が記
されたものも数カ所確認できた｡
箱蓋の表に残された2つの年号を比較すると､両者の
筆致がほぼ一致することから､｢元禄三年造立｣は明治
28年当時に何らかの根拠があって記されたものと推定さ
÷ 卜
図4 発見墨書 4-1 道立期日
(3)
図4-2 職人名①
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図4-3 職人名②
れる｡｢造立｣という文字に注目するなら､天神丸はこ
の年の建立ということになる｡
また､人名のうち中川利兵衛については､近世大坂の
代表的地誌である延享版 『難波丸綱目』に､｢社堂彫物
師 中川利兵衛 安土町｣とあり､この後商を墨書の人
物に推定することができる｡また北御堂前浄覚町は､安
土町3丁目の西に続く町であるが､延享版 『難波丸綱目』
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図5 天神丸の復原作業
(図5-1 部材の分類整理 図5-2 仮組立の途中)
の ｢仏壇 ･宮屋小宮小社｣の所付に､安土町通の井池筋
から北御堂の前までの商家が紹介されている｡この一帯
は仏壇や宮殿 ･小社あるいはその彫物を製造する職人が
集住しており､天神丸もこれらの職人によって制作され
たことが判明した｡
ところで､天神丸は大阪天満宮の倉庫で長期間保管さ
れていたために､破損や汚れが進行していた｡そこで､
平成11年7月に､各部の清掃作業が (仮称)｢大阪市立住
まいのミュージアム｣の指導のもと京都科学株式会社で
行われた｡船体や柱､屋形および高欄の彫物などの木部
には漆や金箔､彩色が施されているので､これ以上の剥
離や傷がっくのを防ぐため､化学水溶液を使用しで慎重
に汚れ落としが行われた｡飾り金具などの金属部品も､
化学水溶液によって錆および汚れ落としが行われた｡
続いて欠損部材を確認するため､同年8月に仮組み立
てを行った(図5)｡部材の中には他の部品も混入 してい
たが､前述の錦絵と古写真を参考に､民俗関係者と建築
関係者によって復原を行った｡まず ｢おもかじ｣｢とり
かじ｣の墨書や形状から部材を分類整理し､継ぎ手仕口
や部材寸法および墨書などを手がかりに1対1で対応する
箇所を確認し､試行錯誤を重ねながら仮組み立てを行っ
た｡その後､欠損部材を新調し､本組み立てを行い､装
飾を加えて往時の姿を再現することができた｡
また､天神丸の構造をより明らかにするため､仮組み
立て完了時より併行して実測を行い､平面 ･立面 ･断面
の計12枚の図面を作成した(図6､7)0
3.復原された天神丸の形状と装飾
復原された天神丸の規模は､全長約8m､高さ約3m､
幅約2mで､構造は一本水押の総矢倉造である(図8).
図6-1 立面図 (1:60)
(4)
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図6-2 土台平面図 (1:60)
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図6-3 平面図 (1:60)
図6-4 屋根伏図 (1:60)
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図6-5 縦断面図 (1:60)
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図6-6 横断面図 (1:60)
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図6-7 背面図 (1:60)
図7 復原後の天神丸
令
図8 部材名称
(海御座船の部材名称参考)
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土台で貫や束を支え､上部構造は台や垣立､柱､貫によ
って構成されている｡土台には丸太材の車輪が前後につ
いており､内部は空洞で､船の構造は持っていない｡
外観は､船体が朱色､柱が黒色の総漆塗りで､鋭角的
な船首形状を持ち､船体は後方へいくに従い次第に膨ら
みをもつ｡上部は前後の2つの屋形と艦矢倉からなる総
矢倉造りで､各屋掛 手箱棟と鬼瓦を持っ. 2階建ての前
屋形は､高欄と唐破風屋根を持ち､壁面や貫上部の板に
は彩色及び金箔付きの彫刻が施されている｡
また､天神丸には､彫刻､彫金､飾り金具など､技法
に優れた金箔及び彩色付きの装飾が細部に渡り施されて
いる｡まず高欄には､左右各8枚ずつの金箔が施された
透かし彫り彫刻がはめ込まれている(図9)｡それらは花
鳥を題材とした､2枚ずつ連続した図柄で､船尾側より
順に春夏秋冬が表現されている｡また､前屋形の壁面3
面には､松竹梅の彫刻が(図10)､各屋形の屋根の前後に
取り付けられた懸魚には､鳳風と龍が刻まれている｡
龍を題材にしたものは､水押に施された彫金(図11)や､
艦矢倉の3面に取り付けられた彫刻(図12)等､その他に
も随所に見られる｡これらの龍や､全体にかかる屋根に
つく箱棟の､波乗りうさぎを思わせる4羽の兎の彫刻
(図13)など､御座船にちなんで､水を連想させるもの
が題材として用いられている｡
前屋形の左右に見られる透かし彫りには､その縦長の
構図を利用し､右側には ｢見ざる聞かざる言わざる｣の
3猿を連想させる図柄､左側には ｢獅子の子落とし｣を
連想させる図柄という風に､教訓的説話を題材とした彫
刻も施されている｡
船の背面には､おもかじ側に鳳風と桐､とりかじ側に
鳳風と牡丹を題材とした､2体で春秋を表現する､金箔
付の華やかな彫刻が見られる｡祭りに使用される山車と
いう点から､装飾の題材として華やかで豪華なものが選
定されたと考えられる｡
また､垣立下部の足隠し板一区切りごとに､天満宮の
紋である梅鉢をあしらうなど､これらの他にも細部に至
り装飾が施されている｡
天神丸の装飾について全体を通して考察すると､高欄
にはめ込まれた8枚の透かし彫りによって四季を表現し､
前屋形の壁面3面で松竹梅を､左右対称の部分では阿畔
という風に､面の数や構図を巧みに利用し全体として美
しく構成されている(図14)｡
天神丸のモデルとなった御座船は､客室などの居住設
備をもった大型船の総称で､西国大名の参勤交代時にも
使用されたものである｡瀬戸内海を航行してきた大名は
大坂の川口で上陸したが､天満には著名な船匠が集任し
(7)
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ていたことから､大坂天満宮は御座船とはゆかりの深い
土地柄であったといえる｡
守∵′∵ ∴､土
9-1 ほととぎすと桃 (春) 9-2 ほととぎすと桃
9-3 黛と橘､杜若､流水 (夏)914 鴛と橘､杜若､流水
9-5 尾長と菊 (秩) 9-6 小禽と椎
9-7 雁と葦 (冬) 9-8 雁と葦
図9 高欄の透かし彫り (おもかじ側)
10-1 前面
柱貫上部 :松と鷹
2階 :松と鶴
1階 :竹と雀
10-2 おもかじ側
柱貫上部 :梅の木
2階 :松と鶴
図10 前屋形壁画彫刻
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図11 水押彫金(龍と波､梅)
図13 中央箱棟彫刻(兎)
12-1 背面
岳 重 責 壷 喜
I- .手車■ ■ ■ l
12-2 とりかじ側
12-3 おもかじ側
図12 姓矢倉彫刻(龍)
春 夏
(ほととぎすと塊) EbLとりと杜苦､(小義と推.
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明珍他 :天神祭の曳船-天神丸の沿革と復原
4.天神丸の特色
祭礼には古来より様々な山車が出されるが､その中に
は船型に分類できる山車も多数存在する｡そこで天神丸
の特徴を知るため､他地方における船型山車が登場する
祭礼について調査を行った｡その際に､ひとくくりに船
型山車といっても一様ではなく､様々なものが存在する
ことが判明した｡
天神丸のような御座船形式の山車となるとその数は限
られ､九州 ･四国 ･中国など､御座船とゆかりの深い西
国地方に多く見られる｡これに対して東北地方の船型山
車には､江戸時代に日本海海運の主力として活躍した北
前船 ･弁才船などの廻船を模した山車が見られ､また港
町では漁船型のものが出されるなど､地域性がある｡
御座船型の山車の中には､実際に大名が使用していた
御座船の雛形を作り､それを台車に乗せて ｢御船だんじ
り｣と呼ぶもの､船の上に神輿を乗せて御座船と呼ぶも
の､天神丸のように実際の船の構造は持たず､外観だけ
船型にして制作されたものなどがある｡しかも大半の山
車は､船の中に太鼓台や人が乗り込み､嚇子をかなでて
市中を練り歩くが､天神丸は人が乗り込む構造にはなっ
ていない｡一方で船体は上質な総漆塗りで､彩色や金箔
付きの繊細かっ撤密な彫刻が施されるなど､上品で高級
な造形になっている点が他の山車と異なる特色である｡
そこで他の御座船形式をもっだんじり2基を取り上げ､
天神丸との比較を行った｡一つは大阪市住之江区､安立
南町でかつて曳かれていた船型だんじり､もう一つは岡
山県牛窓町の船型山車 (岡山県指定有形民俗文化財)で
ある｡
安立南町のだんじりは現在大阪市立博物館に展示され
ており､その構造は､上半分は普通の箱地車であるが､
下半分は完全に船の形をとり両側にコマがっいている
(図15)｡船の造りが本格的であることから､おそらく地
車大工と船大工の共同製作であると推定される｡内部に
記された制作銘より寛政年間(1789-1801)のものと考え
られる｡
地元神社の秋祭りで､戦中の2年間を除き昭和26年ま
で曳行を続けたが､傷みもひどくなり､また交通事情の
悪化もあって収納庫に保管された後､同館に寄贈された｡
一般に地元でだんじりと呼ばれるものをあげると､現
在大阪市内だけでも約60余台現存するが､安立南町のだ
んじりはその中でも特に古いものである｡それらはすべ
て白木造りで､その彫刻の題材は勇壮 ･ドラマチック･
奇想天外 ･華麗などの理由から､空想の産物や歴史上の
イメージから決定される｡例えば空想上の鳥獣や､歴史
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上の人物が登場する説話や歴史物語の一場面などが多く
見られる｡
一方､天神丸には､｢武者物｣といわれる人物の登場
する彫刻は見られない｡また白木造りに対して総漆塗り
であり､勇壮で､民衆に好まれそうなだんじりの華麗さ
というより､上品で高級な印象をうける｡それらのだん
じりを､勇ましさを表現することで神への恭順をあらわ
したり神へのご加護を願う､世俗的なものであると考え
ると､貴人の乗る ｢御座船｣の形状をもっ天神丸は､ま
た異なるものとして捉えることもできる｡
牛窓町のだんじりには8台の船型山車 (岡山県指定有
形民俗文化財)が存在し､現在でも秋祭りには町中を巡
行する｡その中に1台だけ､御座船をかたどった御船だ
んじりと呼ばれるものが見られる (図16)｡制作年代は
文政元年(1818)と牛窓だんじりの中でも最も古いもので
ある｡彫刻は簡素ながら船体の黒漆塗りに堆朱や菊紋の
金色が映え気品高い豪華さがあり､氏神様の御召船とし
て作られたようである｡他の7台は総て白木造りで､中
国で四霊といわれる龍､鳳風､亀､麟麟などを題材とし
た勇壮な彫刻がみられ､この1台だけ少し様相が異なる｡
規模は､長さ約7.2m､高さ約2.5m､幅約1.7mで､天
神丸よりひとまわり小さいものである｡唐破風の二階建
て屋形をもち､後方の台には人が乗り込めるようになっ
ている｡外観は類似しているものの､装飾については足
隠し板の菊紋や五七紋の飾りが見られる程度で､天神丸
と見比べると簡素な印象を受ける｡
御座船を摸した山車は西日本を中心にいくつか見受け
られるが､総体的には台数が少なく､珍しいものである｡
江戸時代に制作され､船渡御で有名な大阪天満宮の祭
礼にかって船型の山車､天神丸が登場し､復原によって
往事の姿が再現された｡現代において､職人や技術の不
足から､天神丸のような山車を新たに作ることは日々困
難になっている｡その点で､この天神丸の復原の意義は
極めて大きいといえる｡
図15 大阪市住之江区安立町の御座舶地車
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図16 岡山県牛窓町の御船だんじり
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Summary
TenzinfestivalwhichisthefestivalofOsakaTenmangushrine,isnumberedoneofthebigthreefestivals
inJapan.OnTenzinfestival,varietyfloatsanddecorationsparadearoundtheTenmangushrineas "riku-
togyo"(paradeontheland)and "huna-togyo"(paradeontheriver)andenliventhefestival.Thereisthe
documentthattheshipshapedfloat,namedTenzinmaru,whichwasmadeintheGenrokuera(1688-1704)
hadbeenandparadedonTenzinfestivalbefore.
ThepurposeofthisreportisexaminationaboutthehistoryandcharacteristicofTenzinmaru,from the
knowledgebasedoninvestigationofmembersandrestorationofit.
ThisreportiscomposedoffolowlngChapters, "thehistoryofTenzinmarufrom existingmaterials"(1),
"theinvestigationintothemembersofTenzinmaruandlettersmarkedonthem'(2), "theshapeanddeco-
rationsofTenzinmaruaftertherestoration'(3),and t`hecharacteristicofTenzinmaru'(4).
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